







































Study on Teacher’s Difficulties Feeling about Educational Support for Students
 











キーワード：小児がん 拠点病院 病弱特別支援学校 学校と病院との連携 教員の困難感
武 田 鉄 郎
Tetsuro TAKEDA
(和歌山大学教育学部特別支援教育学教室)
古 井 克 憲
Katsunori FURUI
(和歌山大学教育学部特別支援教育学教室)
武 田 陽 子
Yoko TAKEDA
(新潟県立高田特別支援学校)































































































































































































































































































































































































































































和歌山大学教育学部紀要 教育科学 第67集 (2017)
― 40―
して以下のように説明している。仕事の選び方の支援
とは、職務や働き方に多様性があることを教え、疾患・
障害があっても無理のない職種や働き方、また本人の
興味や強みを踏まえた就労が選択できるようにする支
援である。また、医療場面の取り組みとしては、小児・
青年期から成人後の病態の展望について情報提供した
り、職業生活を前提とした疾患管理について指導した
り、継続的な支援体制を構築する等が求められる。労
働機関による支援については、障害者手帳の有無にか
かわらずハローワークの専門援助部門によって、職業
相談や主治医や職場の確認の上で無理なく能力を発揮
できる仕事を紹介するなどの取り組みが始まっている。
トライアル雇用制度とは、３ヶ月間のお試し期間を設
けて実働し、常勤雇用に切り替える制度のことをいう。
この制度を活用しながら職場での病気の影響について
の本人と職場の理解促進ができ、双方の不安を軽減す
ることが期待される。通院や自己管理への配慮を中心
とした職場内支援の構築は、就労を継続していくため
に不可欠である。通院や休息などの配慮を、同僚から
「特別扱い」と誤解され、人間関係が悪化することも
ある。このようなことが起こらないためには、同僚や
上司に病気・障害を正しく理解してもらい、仕事の進
め方などについて共通理解が得られるよう、職場での
良好なコミュニケーションを図ることが重要となる。
がんの生徒を指導・支援していく上での教師の困難
感を軽減する基本は、病状等の患児を取り巻く情報共
有であり、医療者と教育者、保護者との切れ目のない
リアルタイムな連携が必要不可欠である。
本研究は、平成25-27年度科学研究費補助金(基盤研
究(B)研究課題番号：25305041)「思春期・若年成人が
ん患者・サバイバーへの医療・教育・就労支援に関す
る国際比較研究(研究代表者 丸光惠)」の助成にて行
われた。
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